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【要  旨】  
近年、移植免疫分野では B 細胞の重要性が再認識されている。移行 B 細胞は
IL-10 を産生し免疫機能を制御する制御性 B 細胞として注目される。当科では
移植前に RIT 減感作療法を行うことにより、慢性拒絶反応や抗ドナー特異的抗
体 (dnDSA)出現頻度の減少を認めている。RIT 減感作療法の予後改善には、回復
期 B 細胞のサブタイプ変化や B 細胞関連因子が関与している可能性があると考
え、臨床経過を併せ、腎移植症例で RIT 投与患者と非投与患者を比較した。  
 術後 3 ヶ月から 18 ヶ月の患者 29 人を対象とし、 RIT 投与患者は感作歴のあ
る 16 例、 RIT 非投与患者は 13 例だった。拒絶反応や dnDSA 出現頻度は両者で
有意差はなかった。 RIT 投与患者の回復 B 細胞は CD24(+)CD38(+)移行 B 細胞が
大部分を占め、記憶 B 細胞は少数であった。 RIT 投与後 dnDSA を認めた患者に
ついてもそれは同様であった。しかし、PBMC 中の IL-10 発現量は RIT 投与患者
と非投与患者で有意差はなかった。また、B 細胞上 BAFF-R 発現量は RIT 投与患
者で増加していた。腎移植患者において、 RIT 投与後の回復 B 細胞は、 dnDSA
出現の有無に関係なく、BAFF-R 発現が上昇した移行 B 細胞が多くを占めていた。 
